フリップフロップ（FlipFlop、FF）は制御信号により現在の入力信号の保持を行うものである。ラッチ（Latch）とも呼ばれる。論理回路ではフリップフロップと呼ぶものも、コンピュータ・システムでの回路名としては（通常は複数ビットの記憶回路を）レジスタと呼ぶ。
D 　Q　 　次のステートのQ 

0 　保持　 0 

1 　保持 　1 

D型は厳密にはフリップフロップとラッチとも呼ばれるものがある。フリップフロップはT端子のいずれかのエッジで必ず値が保持されるが、ラッチはT端子がアクティブな時に値は通過し非アクティブな時に、直前の価を保持する。D型フリップフロップとして作られているロジックICには、プリセット、クリア端子が備わっているものもある。

レジスタ（register）は、コンピュータのプロセッサ（CPU、DSP、GPUなど）が内部に保持する少量で高速な記憶装置である。

インデックスレジスタ

アドレスレジスタの一種であるが、アドレス計算用の加算回路がついており、メインメモリのアドレスのオフセットを格納するレジスタである。配列データにアクセスするコードが簡単に記述できる。ベースレジスタ、ベースポインタと呼ばれる事もある。

[編集] プログラムカウンタ

次に実行するべき命令が格納されているメインメモリ上のアドレスを指し示すレジスタ。命令の読み込みを行なう際にはその内容がアドレスバス上に出力され、また命令を読み込む度に読み取った命令の分だけ値が増加するようになっている。分岐命令は、このプログラムカウンタに値を代入することで実現される。さらに、スタックポインタと組み合わせ、プログラムカウンタの内容をスタックに一次保存した後に新たな値を代入すると、サブルーチンの呼出しを実現する事になる。また、スタックから値を取り出してプログラムカウンタに代入すると、サブルーチンから呼出し元に制御を復帰させる事になる。

PCと略すことが多い。また、インストラクションポインタと呼び、IPと略す事もある。

